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OKUMA TECH
OKUMA TECH 株式会社

新製品紹介と当社の取組み
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社名変更について

ドローンだけではなく、水素事業を積極展開！
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水素関連事業

積載量40kgの水素燃料ドローン
1kwと3kw可搬式水素発電装置

本日より販売受付開始！
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水素関連技術の研究開発

発電装置として様々な場所で利用可能
今年は複数のデモを実施決定

近日デモ実施決定！

屋外道路
工事現場

自治体施設
テナント

ビル内診療所
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グリーン水素
製造には、水を電気分解することで水素を取り出す方法を用います。
その中でも特に、太陽光や風力などの再生可能エネルギーを使って
電気分解したものを区別して、グリーン水素と呼んでいます。製造
過程で炭素が一切生成されないため、最も理想的な水素といえるで
しょう。ただ残念ながら、大量生産が難しく、高価で取引されてい
るのが現状です。そのような状況を打開すべく、世界で約350ものプ
ロジェクトが進行しています。

グリーン水素（課題）
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水素サプライチェーンの構築

① 水素燃料をつくる ② 水素燃料をとどける

④ 水素の利用者を増やす ③ コスパの良い水素関連製品を提供する

小さな水素社会大きな水素社会

大型100kw-MW級以上 小型1-10kw級発電

自動車大型船舶

大規模工場
データセンター 総合病院

バス・トラック

プラント
店舗等室内用途

工事現場

ロボティクスドローン

信号機 携帯電話基地局
海外生産、輸入依存型 国内生産、地産地消型

中小規模工場

地 産 地 消 型 の 小 さ な 水 素 社 会
Hydrogen Ecosystems

for Local Production, Local Consumption
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水素サプライチェーンの構築

地産地消型の小さな水素社会構築の実現を目指す

独自の小型高効率
水素製造装置

地域の太陽光発電所 地域高圧ガス事業者

2023年度の出力制御による
太陽光発電の廃棄量
19億キロワット
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工場

工事

医療 通信

ドローン

災害支援
地域交通

地産地消型 小さな水素社会バリューチェーン

小さくためる

地
域
で
つ
く
る

地
域
で
つ
か
う

地域にはこぶ

太陽光発電所

水素製造装置
余剰電力活用 地域内高圧ガス事業者

非常用利用 日常利用

福島県設置数：613件
総発電量：26,486MW

福島県内：3,000社

大熊町では
災害非常時電力供給を

水素エネルギーで対応する
レジリエンス構想を検討中

福島県の二酸化炭素排出量は年間1,500万トン
うち工場：38%

住宅

出力制御による
太陽光発電の廃棄量
年19億キロワット
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「小さな水素社会WG」の発足
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「小さな水素社会WG」の発足
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「小さな水素社会WG」の第2回の様子
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「小さな水素社会WG」の目指すゴール

福島からスタートし、全国各地に展開！

2025年 2026年 2027年

要件定義
★3/24@大熊町
★6/12@福島市
☆8月@浪江町
☆10月＠REIF
☆12月＠大熊町
☆3月＠大熊町

導入準備
☆3月第7回
☆6月第8回
☆8月 第9回
☆10月 第10回
☆12月 第11回
☆3月 第12回

実稼働
☆3月第13回
☆6月第14回
☆8月 第15回
☆10月 第16回
☆12月 第17回
☆3月 第18回
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ご清聴ありがとうございました。
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